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男女共同参画社会をつくる 

～男女共同参画に関するＱ＆Ａ～ 

 

Ｑ８４   コロナ下の生活不安やストレス、外出自粛による在宅時間の増加等により、

ＤＶ（配偶者暴力）相談件数が増加しており、女性に対する暴力の増加や深

刻化が懸念されていると耳にしますが実態を教えて頂きたい。 

 

Ａ８４   

       ＤＶ（配偶者暴力） 

      内閣府が令和３（２０２１）年３月に公表した「男女間における暴力に関

する調査報告書」（以下、「男女間暴力調査」という。）によると、「これまで

の配偶者からの暴力の被害経験」については、２２.５％の人が「あった」と

答えている。この結果を男女別に見ると、女性の「あった」は２５.９％、男

性の「あった」は１８.４％となっており、女性の約４人に１人で被害経験が

あるなど、女性の方が被害経験者の割合が高くなっている。 

さらに、女性の約１０人に１人は何度も配偶者からの暴力の被害を受けて

いる、という結果も出ています。 

コロナ下のＤＶ（配偶者暴力）相談件数は増加しており、全国の配偶者暴

力相談支援センターと「ＤＶ相談プラス」に寄せられた相談件数を合わせる

と、令和２（２０２０）年度は１９万０,０３０件で、前年度比で約１.６倍

に増加している（I－特－２８図）。 
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       性犯罪・性暴力 

男女間暴力調査によると、無理やりに性交等をされた被害経験のある女性

は約１４人に１人に上る。被害を受けた時の相手は、「まったく知らない人」

が全体の約１割、女性では「交際相手・元交際相手」が約３割、男性では「通

っている（いた）学校・大学の関係者」が約２割であった。 

コロナ下の性犯罪・性暴力に関する相談件数は増加しており、性犯罪・性

暴力被害者のためのワンストップ支援センターの令和２（２０２０）年度の

相談件数は５万１,１４１件で、前年度比で約１.２倍に増加している（I－特

－２９図）。 
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      政府においては、令和２（２０２０）年６月に決定した「性犯罪・性暴力

対策の強化の方針」に基づき、令和２（２０２０）年度から令和４（２０２

２）年度までの３年間を、性犯罪・性暴力対策の「集中強化期間」として、

被害者支援の充実、加害者対策、教育・啓発の強化等の実効性ある取組を速

やかに進めていくこととしている。 

       内閣府では，令和２（２０２０）年１０月より、ワンストップ支援センタ

ーの全国共通短縮番号「#８８９１（シャープ・はち・はち・きゅう・いち「は

やくワンストップ」）」を導入し、周知を図っている。あわせて、若年層の性

暴力被害者が相談しやすいよう、令和２（２０２０）年１０月より，ＳＮＳ

相談「Ｃure Ｔime（キュアタイム）」を試行実施しています。 

       女性に対する暴力は、重大な人権侵害であり決して許される行為ではあり

ません。 
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